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8月28日　
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８
月
２８
日
（
木
）

第
４
回
理
事
会
１９
時
３０
分
。

８
月
３０
日
（
土
）

眼
科
研
究
会
１８
時
３０
分
。

８
月
３１
日
（
日
）

文
化
部
ビ
ー
ル
工
場
見
学
１１

時
。

９
月
２
日
（
火
）

公
害
環
境
対
策
部
会
１９
時
。

９
月
３
日
（
水
）

地
域
医
療
対
策
部
会
１９
時
３０

分
。

９
月
４
日
（
木
）

歯
科
臨
床
研
究
会
１９
時
。

９
月
５
日
（
金
）

新
聞
編
集
会
議
１９
時
。
保
険

診
療
対
策
部
会
２０
時
。

９
月
６
日
（
土
）

臨
床
懇
話
会
１８
時
。

９
月
７
日
（
日
）

医
科
新
規
指
定
医
講
習
会
１０

時
。

【
医
科
】

（
Ｑ
）
投
薬
が
な
い
日
の
小
児
科

外
来
診
療
料
の
区
分
は
何
で
す

か
。

（
Ａ
）
院
外
処
方
を
行
っ
て
い
る

医
療
機
関
も
、
院
内
処
方
を
行

っ
て
い
る
医
療
機
関
も
、
投
薬

が
な
い
日
は
「
１
．
処
方
箋
を

交
付
す
る
場
合
」
の
所
定
点
数

を
算
定
し
ま
す
。

（
Ｑ
）
生
活
習
慣
病
管
理
料
（
Ⅰ
）

（
Ⅱ
）
を
算
定
し
た
月
に
療
養

費
同
意
書
交
付
料
は
併
算
定
で

き
ま
す
か
。

（
Ａ
）
で
き
ま
せ
ん
。
診
療
情
報

提
供
料
（
Ⅰ
）
等
一
部
の
点
数

を
除
き
、
医
学
管
理
料
等
の
点

数
は
生
活
習
慣
病
管
理
料
（
Ⅰ
）

（
Ⅱ
）
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

（
Ｑ
）
訪
問
診
療
料
と
往
診
料
は

同
一
日
に
算
定
で
き
ま
す
か
。

（
Ａ
）
往
診
に
行
っ
た
後
の
訪
問

診
療
料
は
算
定
で
き
ま
せ
ん

が
、
訪
問
診
療
後
に
患
者
の
病

状
急
変
等
で
往
診
を
行
っ
た
場

合
は
い
ず
れ
も
算
定
で
き
ま

す
。
そ
の
場
合
は
レ
セ
プ
ト
の

摘
要
欄
に
「
患
者
の
病
状
の
急

変
等
往
診
が
必
要
と
な
っ
た
理

由
」
を
記
載
し
ま
す
（
コ
ー
ド

は
８
３
０
１
０
０
０
８
６
）
。

（
Ｑ
）
訪
問
診
療
を
行
っ
た
後
日

等
、
医
師
に
よ
る
診
察
が
な
い

日
に
訪
問
看
護
指
示
書
を
交
付

し
て
訪
問
看
護
指
示
料
を
算
定

す
る
場
合
、
診
療
実
日
数
は
数

え
ま
す
か
。

（
Ａ
）
数
え
ま
せ
ん
。

【
歯
科
】

（
Ｑ
）
無
歯
顎
の
患
者
に
対
し
、

歯
科
疾
患
管
理
料
（
歯
管
）
を

算
定
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

か
。

（
Ａ
）
行
う
治
療
が
「
有
床
義
歯

に
係
る
治
療
の
み
」
の
場
合
は

算
定
で
き
ま
せ
ん
が
、
口
腔
機

能
低
下
症
な
ど
、
そ
の
他
継
続

的
管
理
を
必
要
と
す
る
歯
科
疾

患
を
有
す
る
患
者
で
あ
れ
ば
無

歯
顎
で
も
歯
管
を
算
定
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

（
Ａ
）
著
し
い
膨
張
等
に
よ
り
、

ギ
プ
ス
を
掛
け
ら
れ
な
い
状
態

に
あ
る
た
め
に
徒
手
整
復
の
み

を
行
っ
た
場
合
は
、
骨
折
非
観

血
的
整
復
術
の
算
定
が
可
能
。

腫
れ
が
ひ
ど
く
ギ
プ
ス
を
巻
け

な
か
っ
た
旨
を
記
載
し
た
う
え

で
、
再
審
査
請
求
が
可
能
と
考

え
ら
れ
る
。

（
Ｑ
）
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

に
入
居
し
て
い
る
患
者
が
、
高

度
慢
性
呼
吸
不
全
等
に
よ
り
、

酸
素
療
法
を
導
入
す
る
こ
と
と

な
り
、
当
院
の
医
師
が
配
置
医

師
を
務
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、

在
宅
酸
素
療
法
指
導
管
理
料
を

算
定
せ
ず
、
在
宅
療
養
指
導
管

理
材
料
の
加
算
の
み
を
算
定
し

た
と
こ
ろ
、
在
宅
酸
素
療
法
指

導
管
理
料
が
な
い
と
し
て
返
戻

さ
れ
た
。

（
Ａ
）
請
求
し
た
内
容
で
間
違

い
が
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
特

養
入
所
中
の
患
者
に
対
し
、
配

置
医
師
を
務
め
て
い
る
場
合
、

在
宅
療
養
指
導
管
理
料
の
算
定

は
認
め
ら
れ
な
い
た
め
、
在
宅

療
養
指
導
管
理
材
料
の
加
算
の

み
の
算
定
と
な
る
。
特
記
事
項

欄
（
０９
施
）
の
記
載
漏
れ
も
考

え
ら
れ
る
た
め
、
確
認
の
上
、

再
提
出
い
た
だ
き
た
い
。

※
協
会
に
査
定
（
減
点
）
内
容

に
関
す
る
ご
相
談
を
す
る
際

に
は
、
増
減
点
連
絡
書
を
お

手
元
に
ご
用
意
の
上
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

（
Ｑ
）
短
期
滞
在
手
術
等
基
本

料
１
を
算
定
し
た
月
に
、
手
術

と
は
関
係
の
な
い
疾
患
へ
の
検

査
と
し
て
心
電
図
を
行
っ
た
。

当
該
手
術
と
別
の
目
的
の
検
査

で
あ
る
旨
の
コ
メ
ン
ト
コ
ー
ド

も
入
力
し
て
お
り
、
当
該
月
に

お
い
て
、
初
回
の
心
電
図
で
あ

っ
た
が
、
１
０
０
分
の
９０
で
算

定
す
る
よ
う
に
と
査
定
さ
れ
た
。

（
Ａ
）
短
期
滞
在
手
術
等
基
本

料
を
算
定
し
た
同
一
月
に
心
電

図
検
査
を
算
定
し
た
場
合
は
、

算
定
の
期
日
に
か
か
わ
ら
ず
、

所
定
点
数
の
１
０
０
分
の
９０
の

点
数
で
算
定
す
る
こ
と
と
な
る
。

（
Ｑ
）
骨
折
非
観
血
的
整
復
術

を
行
っ
た
が
、
腫
れ
が
ひ
ど
く

ギ
プ
ス
を
巻
か
ず
に
、
骨
折
非

観
血
的
整
復
術
の
み
の
算
定
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
骨
折
非
観
血

的
整
復
術
が
固
定
の
技
術
料
が

な
い
と
査
定
さ
れ
た
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
患
者

高
度
慢
性
呼
吸
不
全
の
場
合
は

医
科
・
今
月
の
査
定
、
返
戻
相
談
事
例

　

協
会
で
は
日
頃
か
ら
会
員
の

医
療
機
関
よ
り
、
県
支
払
基
金

や
県
国
保
連
合
会
か
ら
の
査
定

（
減
点
）内
容
に
関
す
る
相
談
に

対
応
し
て
い
る
。
以
下
が
今
月

の
主
な
相
談
事
例
で
あ
り
、
次

月
の
レ
セ
プ
ト
請
求
時
に
は
ご

確
認
い
た
だ
き
た
い
。
な
お
、

納
得
で
き
な
い
査
定
内
容
に
つ

い
て
は
積
極
的
に
再
審
査
請
求

を
お
願
い
し
た
い
。

◇

　

第
７６
回
カ
ン
ヌ
国
際
映
画
祭

グ
ラ
ン
プ
リ
、
第
９６
回
ア
カ
デ

ミ
ー
賞
国
際
長
編
映
画
賞
と
音

響
賞
を
受
賞
し
た
映
画
『
関
心

領
域
』
（
２
０
２
３
）
。
原
題

“
T

he Zone of Interest”

と

は
、
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
強
制
収

容
所
の
周
囲
に
設
け
ら
れ
た

に
届
く
が
、
登
場
人
物
た
ち
は

ま
る
で
そ
れ
を
認
識
し
て
い
な

い
。
代
わ
り
に
彼
ら
が
耳
を
傾

け
る
の
は
、
子
ど
も
の
笑
い
声
、

鳥
の
さ
え
ず
り
、
水
の
音
。
こ

の
明
確
な
音
響
の
差
異
が
、
何

を
関
心
領
域
と
し
、
何
を
自
分

に
は
無
関
係
な
も
の
と
し
て
排

除
す
る
か
と
い
う
選
別
の
残
酷

さ
を
観
客
自
身
に
突
き
つ
け

る
。

　

ヘ
ス
一
家
を
私
た
ち
観
客
は

責
め
ら
れ
る
の
か
？
誰
の
日
常

も
同
様
の
境
界
線
で
成
り
立
た

ざ
る
を
得
な
い
。
た
と
え
ば
医

療
現
場
に
お
い
て
、
診
療
報
酬

や
効
率
性
を
優
先
す
る
あ
ま

り
、
患
者
の
か
す
か
な
不
調
や

訴
え
が
圏
外
に
追
い
や
ら
れ
る

こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
あ
る

い
は
経
済
的
理
由
で
治
療
を
断

念
す
る
患
者
や
、
過
重
労
働
で

疲
弊
す
る
同
僚
た
ち
の
存
在
を

見
え
な
い
も
の
と
し
て
い
な
い

だ
ろ
う
か
。

　

本
作
は
声
高
な
糾
弾
を
行
わ

な
い
が
、
何
の
救
済
も
提
示
し

な
い
。
た
だ
、
登
場
人
物
の
関

心
が
ど
こ
ま
で
及
び
、
ど
こ
か

ら
が
無
関
心
の
領
域
と
し
て
処

理
さ
れ
る
の
か
、
そ
の
線
引
き

を
ひ
た
す
ら
静
か
に
提
示
す

る
。
こ
れ
は
単
な
る
ナ
チ
ス
映

画
で
は
な
い
。
私
た
ち
の
倫
理

の
輪
郭
を
問
う
、
現
代
へ
の
診

断
書
な
の
だ
。

「
特
別
管
理
区
域
」
を
意
味
す

る
。
こ
の
映
画
で
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・

グ
レ
イ
ザ
ー
監
督
が
描
き
出
す

の
は
、
歴
史
の
惨
劇
で
は
な
く
、

そ
こ
か
ら
目
を
逸
ら
し
平
穏
な

日
常
を
維
持
す
る
人
間
の
無
関

心
さ
だ
。

　

舞
台
は
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
に

隣
接
す
る
瀟
洒
な
邸
宅
で
、
ナ

チ
ス
親
衛
隊
幹
部
の
ル
ド
ル

フ
・
ヘ
ス
と
そ
の
家
族
の
平
和

な
生
活
が
描
か
れ
る
。
花
に
囲

ま
れ
た
小
綺
麗
な
庭
で
子
ど
も

は
プ
ー
ル
で
遊
び
、
生
活
は
囚

人
の
労
働
サ
ー
ビ
ス
で
快
適
に

保
た
れ
る
。
フ
ェ
ン
ス
一
枚
隔

て
た
先
で
は
大
量
殺
戮
が
行
わ

れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

家
の
中
で
交
わ
さ
れ
る
会
話

に
、
死
の
影
は
一
切
登
場
し
な

い
。
こ
の
限
定
さ
れ
た
関
心
の

領
域
が
も
た
ら
す
空
恐
ろ
し
さ

を
、
グ
レ
イ
ザ
ー
監
督
は
冷
徹

に
描
き
出
し
た
。

　

本
作
の
最
大
の
特
徴
は
音
響

に
あ
る
。
観
客
の
耳
に
は
、
銃

声
、
汽
笛
、
叫
び
声
が
か
す
か

○医
高
木　

馨
氏

（
小
田
原
市
）

　

２
月
２８
日
、
ご
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。
享
年
８７
歳
。
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無
謀
な
医
者
の
物
語  

第
４
回

感
謝
、
感
謝
の
思
い
出
話

横浜市保土ケ谷区 益田　總子

　

自
分
自
身
で
つ
け
た
呼
称
で
は

あ
る
が
、
性
格
が
無
謀
な
わ
け
で

は
な
い
。
最
大
に
困
る
の
は
「
ノ

ー
」
と
言
え
な
い
こ
と
。
自
分
で

蒔
い
た
種
の
後
始
末
を
し
な
が
ら

生
き
て
い
る
。

　

し
か
し
、
損
し
た
と
は
思
っ
て

い
な
い
。
恨
み
辛
み
を
忘
れ
ら
れ

な
い
性
格
よ
り
適
度
に
忘
れ
る
性

格
は
ず
っ
と
楽
。
神
様
は
公
平
で

あ
る
。
嫌
な
記
憶
は
時
間
と
と
も

に
薄
ま
り
、
楽
し
か
っ
た
部
分
が

圧
倒
的
に
大
き
い
。
都
合
よ
く
で

き
て
い
る
。

　

実
を
い
う
と
、
保
険
医
新
聞
の

原
稿
は
も
う
終
わ
り
と
思
い
込
ん

で
い
た
。
準
備
が
全
然
で
き
て
な

い
。
最
後
の
原
稿
だ
か
ら
、
感
謝

の
言
葉
を
書
か
ね
ば
。

　

私
は
団
体
旅
行
が
と
て
も
苦
手

な
の
だ
が
、
夏
休
み
は
妹
の
娘
た

ち
を
連
れ
て
、
毎
年
、
伊
豆
の
プ

ー
ル
付
き
ホ
テ
ル
で
過
ご
し
て
い

た
。
９
歳
か
ら
１４
歳
ま
で
の
娘
四

人
。
彼
女
ら
は
一
端
の
淑
女
の
顔

を
し
て
並
び
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
選

ん
だ
料
理
が
、
注
文
通
り
銘
々
の

前
に
出
て
く
る
の
に
驚
嘆
し
、
ウ

ェ
イ
タ
ー
に
尊
敬
の
目
で
「
ど
う

し
て
あ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
注
文

を
間
違
え
ず
に
一
瞬
で
覚
え
ら
れ

る
の
で
す
か
？
」
と
質
問
し
た
。

　

滞
在
の
最
後
に
厨
房
の
中
に
招

待
さ
れ
、
料
理
長
か
ら
丁
寧
に
お

礼
を
い
わ
れ
、
特
別
製
の
デ
ザ
ー

ト
を
振
る
舞
わ
れ
て
大
満
足
だ
っ

た
。
彼
女
ら
の
晴
れ
が
ま
し
い
楽

し
い
思
い
出
に
な
っ
た
。　

　

夕
食
の
あ
と
は
必
ず
ホ
テ
ル
の

前
庭
の
芝
生
に
寝
転
び
、
夕
暮
れ

の
空
の
星
を
眺
め
た
。
手
が
届
き

そ
う
な
満
天
の
星
。
忘
れ
ら
れ
な

い
１
９
８
５
年
の
８
月
盆
休
み
の

夕
暮
れ
の
空
。

　

「
今
日
の
飛
行
機
の
飛
び
方
、

変
だ
。
何
回
も
こ
の
上
を
低
空
で

飛
ん
で
い
く
。
い
つ
も
の
飛
行
機

は
こ
ん
な
に
大
き
く
な
い
。
同
じ

と
こ
ろ
を
何
回
も
。
ま
る
で
探
し

て
い
る
み
た
い
」

　

娘
た
ち
が
異
変
を
感
じ
た
の

で
、
急
い
で
ホ
テ
ル
に
戻
る
と
テ

レ
ビ
の
大
画
面
に
、
「
羽
田
発
大

阪
行
き
Ｊ
Ａ
Ｌ
機
、
連
絡
絶
つ
、

捜
索
中
!!
」
。
５
０
０
人
以
上
の

犠
牲
者
が
出
た
大
惨
事
の
直
前
、

只
中
だ
っ
た
。
日
航
機
事
故
か
ら

一
夜
明
け
、
大
惨
事
だ
っ
た
。　

　

こ
の
生
々
し
い
記
憶
と
か
わ
い

い
質
問
を
し
た
姪
が
、
そ
の
秋
に

脳
腫
瘍
で
突
然
倒
れ
、
手
術
不
能

の
ま
ま
１
年
間
、
意
識
が
戻
ら
ず

帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

私
の
記
憶
は
、
そ
の
後
１０
年
位
が

あ
い
ま
い
で
飛
ん
で
い
る
。
そ
の

間
、
磯
子
区
杉
田
で
診
療
を
続
け
、

本
の
執
筆
も
し
て
い
る
の
だ
が
、

全
部
記
憶
が
淡
い
。

　

さ
て
、
昨
年
秋
に
は
保
団
連
の

会
津
旅
行
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。
参
加
者
は
、全
部
ご
夫
婦
。

「
こ
う
い
う
旅
行
は
夫
婦
で
参
加

す
る
も
の
な
の
か
」
と
不
思
議
な

気
が
し
た
。

　

そ
の
奥
様
方
の
４
人
ほ
ど
か
ら

「
あ
の
時
診
て
い
た
だ
い
た
子
は

よ
く
な
り
、
も
う
社
会
人
で
す
。

お
か
げ
様
で
夫
婦
で
参
加
で
す
」

と
丁
重
に
お
礼
を
言
わ
れ
、
少
々

面
食
ら
っ
た
。

　

た
し
か
に
遠
方
か
ら
来
院
さ
れ

る
方
は
、
一
度
だ
け
の
来
院
が
ほ

と
ん
ど
な
の
で
、
記
憶
か
ら
消
え

て
い
る
。
「
長
く
悩
ん
で
お
り
ま

し
た
の
に
、
一
回
で
ウ
ソ
の
よ
う

に
良
く
な
り
ま
し
た
」
。
新
聞
や

雑
誌
を
読
ん
で
、
遠
く
か
ら
来
院

さ
れ
る
方
が
治
っ
た
の
は
、
私
が

治
し
た
と
い
う
よ
り
、
長
期
間
苦

し
ん
だ
親
た
ち
の
熱
意
が
実
を
結

ん
だ
の
だ
ろ
う
と
私
は
思
う
。

　

望
外
に
感
謝
さ
れ
、
得
し
た
気

分
で
会
津
磐
梯
か
ら
帰
っ
た
。
し

か
し
、団
体
旅
行
は
や
は
り
苦
手
。

家
の
な
か
で
家
族
や
ネ
コ
を
相
手

に
、
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
て
い
る
の
が
、

一
番
性
格
に
合
っ
て
い
る
。　

　

今
年
は
巳
年
。
私
は
８４
歳
。
原

稿
は
こ
れ
で
全
部
終
わ
り
で
い
い

と
思
っ
て
い
る
。

（
了
）


